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細胞表現型ゆらぎの適応的意義と定量的法則

講師 若本祐一氏 (東京大学大学院総合文化研究科）
日時 2016年 1月 22日 (金) 午後 4時 50分

今シーズンから講義の時間変更に伴い，開始時間が昨年度と異なります！ご注意ください

場所 16号館 827

同じ遺伝情報をもつクローン細胞集団を、たとえ同一の環境に置いたとしても遺伝子
発現量などの表現型状態は細胞間でばらつく。このような「表現型ゆらぎ」にもとづく
一時的な細胞状態の差は、遺伝型にコードされていないため安定に子孫に遺伝せず、結
果として適応的意義をもたないとみなされることが多い。しかし実際には、遺伝子発現
量などの状態差は増殖能やストレスへの耐性能の差といった「適応度差」と相関すると
ともに、細胞の世代間で表現型状態が正の相関をもつという一種の「原始的な遺伝性」
(Non-canonicalheredityとも呼ばれる)をもつことで、細胞集団に適応応答を引き起こし
うる。
今回のセミナーでは、バクテリアの表現型適応（パーシスタンス現象）とクローン増

殖を題材に、遺伝子発現量や増殖能などの細胞の表現型ゆらぎが、集団の適応応答や増
殖能とどのように関係しているのか、1細胞計測による実験結果、および理論解析の結
果を交えながら紹介したい。またこれらの研究を通じて明らかになってきた、様々な環
境条件における成長ゆらぎの定量的法則についても紹介する。
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○今後の予定 : 冬学期の物性セミナーの予定は下記のWEBページで公開しております．
○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！
○駒場セミナーカレンダー (駒場内のみアクセス可)

http://huku.c.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/webcal/webcal.cgi

物性セミナー世話人 : 加藤雄介 堺 和光 福島孝治 前田京剛 簔口友紀


